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大
阪
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、
阪
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南
方
熊
楠
再
拝 

拝
啓 

元
日
に
新
禧
御
葉
書
忝
く
拝
受
、
千
万
御
厚
礼
申
述
候
。
小
生
昨
年 

十
二
月
廿
四
日
の
夜
和
歌
山
へ
急
行
、
廿
五
日
藤
岡
縣
知
事
に
十
四
五
年
め
で
會
ひ 

同
氏
夫
婦
よ
り
官
邸
で
厚
く
饗
応
さ
れ
た
迄
は
よ
か
り
し
が
、
夜
分
帰
途
の
列
車
中
で
悪
性 

の
感
冒
に
か
か
り
、
又
指
の
骨
痛
み
甚
し
く
な
り
筆
を
採
る
こ
と
甚
だ
気
味
悪
く
、
大
に 

失
礼
し
て
今
日
に
至
り
申
候
段
、
不
悪
御
宥
恕
願
上
候
。
神
島
の
草
木
は
北
島
樫
山
二
氏 

に
小
生
立
會
ひ
調
査
候
処
、
一
百
八
十
五
種
（
顕
花
植
物
と
羊
歯
及
其
類
似
物
）
有
之 

然
し
九
月
二
十
二
日
の
大
暴
風1

の
為
め
島
は
大
半
洗
ひ
去
ら
れ
、
チ
ド
メ
グ
サ2 

ア
フ
ヒ
ゴ

ケ3 態
の
微
草
す
ら
影
を
留
め
ず
流
し
去
ら
れ
、
積
年
多
く
見
受
た
る
品
が
全
く
失
せ 

 

1 

室
戸
台
風
の
こ
と
。
岸
本
注
：
昭
和9

年9

月2
1

日
早
朝5

時
に
高
知
県
室
戸
岬
に
上
陸
し

（9
1

1
.6

h
P

a

）、8

時
に
大
阪
に
再
上
陸
し
て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。9

月2
2

日
付
の
新
聞
報
道

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
熊
楠
は1

1

月1
8

日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
神
島
に
行
っ
て

い
ま
す
。 

2 

血
止
草
。H

yd
ro

co
tyle sib

th
o

rp
io

id
es

、
ウ
コ
ギ
科
チ
ド
メ
グ
サ
属
に
属
す
る
被
子
植
物
。
傷
口
に

す
り
込
む
と
止
血
効
果
が
あ
る
。
繁
殖
力
旺
盛
。 

3 

葵
苔
。
ア
オ
イ
ゴ
ケ
属
に
属
す
。 



た
る
も
少
な
か
ら
ざ
り
し
故
に
、
こ
こ
五
六
年
か
か
り
て
つ
づ
け
て
調
査
せ
ね
ば
十
全
の
こ

と
は
分
ら
ず 

と
存
候
。
又
ミ
ヤ
コ
グ
サ4

、
ヒ
キ
ヨ
モ
ギ5

な
ど
た
し
か
に
年
来
此
島
に
多
く
生
え
あ
り
し
も

の
も
、 

季
節
が
お
く
れ
た
る
と
、
右
に
申
す
大
風
波
に
洗
は
れ
た
る
と
に
よ
り
全
く
見
え
ざ
り
し
こ

と
に
候
。 

当
日
少
し
も
見
え
さ
り
し
が
、
小
生
は
夏
秋
の
際
此
島
の
沙
濱
に
遊
ぶ
毎
に
サ
デ
ク
サ6

か
マ

マ
コ
ノ 

○ 

シ
リ
ヌ
グ
ヒ7

様
の
も
の
を
毎
々
見
受
候
ひ
し
、
定
て
貴
殿
も
御
見
受
け
あ
り
し
こ
と
と

奉
察
候
。 

小
生
は
此
二
者
の
区
別
を
十
分
に
知
ら
ず
。
一
体
此
島
に
あ
る
右
様
の
も
の
は
ど
ち
ら
に
候

や
、
御
知 

○ 

せ
奉
願
上
候
。
又
同
じ
沙
濱
で
毎
々
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ8

如
き
蓼
科
の
も
の
が
這
ひ
お
る
を 

毎
度
（
秋
）
見
た
り
。
こ
れ
は
何
に
御
候
や
、
奉
伺
上
候
。
○
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ9

は
島
頂
の
小
祠

の 後
に
僅
々
五
六
本
の
こ
り
あ
り
し
。
以
前
梺
に
多
か
り
し
所
々
は
み
な
洗
ひ
去
ら
れ
て
少
し

も 

 

4 

学
名L

o
tu

s jap
o

n
icas 

マ
メ
科
の
多
年
草
。 

5 

学
名S

ip
h

o
n

o
steg

ia ch
in

en
sis 

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科
ヒ
キ
ヨ
モ
ギ
属
の
半
寄
生
植
物
。 

6 

タ
デ
科
イ
ヌ
タ
デ
属
で
水
辺
に
は
え
る1

年
草
。
京
都
府
で
は
準
絶
滅
危
惧
種
。 

7 

継
子
の
尻
拭
い
。
こ
の
草
の
棘
だ
ら
け
の
茎
や
葉
か
ら
、
憎
い
継
子
の
尻
を
こ
の
草
で
拭
く
と
い
う
想

像
か
ら
来
て
い
る
。
韓
国
で
は
「
嫁
の
尻
拭
き
草
」
と
呼
ば
れ
る
。 

8 

タ
デ
科
イ
ヌ
タ
デ
属
の
一
年
草
。
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
、
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ヅ
ル
。 

9 

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
科
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
属
の
多
年
生
草
本
。 



残
ら
ず
。
此
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
は
た
し
か
に
【
図
】
シ
キ
ミ10

の
実
の
如
く
な
り
し
故
【
抹
消
】 

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
と
存
候
も
、
総
状
花
序
が
果
し
て
側
生
な
り
し
か
記
臆
不
致
候
。
貴
著 

紀
州
植
物
誌
に
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
な
し
。
小
生
は
那
智
の
陰
陽
の
瀧11

の
奥
に
て
と
り
し
こ
と
あ
り
、

標
本
も 

持
ち
お
り
。
又
有
田
郡
津
木
と
い
ふ
山
村
に
て
も
野
生
を
見
し
こ
と
あ
る
も
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
か

マ
ル
ミ
か
た
し 

か
な
こ
と
を
知
ら
ず
、
た
だ
実
は
右
の
図
の
如
く
な
し
こ
と
だ
け
知
り
居
り
候
。
其
標
品
今
も

此
宅
に
あ
る
故
、
し
ら
べ
て 

後
ち
可
申
上
候
。 

○
ヒ
チ
ノ
キ
（
勝
浦
辺
で
申
す
、
乃
ち
タ
イ
ミ
ン
タ
チ
バ
ナ12

）
神
島
に

多
か
り
し
。 

こ
れ
は
紀
州
植
物
誌
に
は
脱
漏1

3

の
由
北
島
氏
話
さ
れ
候
に
よ
り
全
篇
通
覧
せ
し
に
、
果
し
て

脱
漏
也
。 

再
板
の
節
御
加
え
有
之
度
候
。 

○
前
日
申
上
た
る
オ
ホ
マ
ン
レ
ウ
は
小
生
北
島
氏
と
注
意

し
て 

見
た
る
に
、
そ
の
花
序
が
左
図
の
如
し
。
通
常
【
図 

傘
形
】
拙
宅
な
ど
に
あ
る
マ
ン
レ
ウ14

と
全
た
く 

花
序
の
眞 

 
 
 
 

ち
が
ひ
候
。（
イ
ロ
）（
ハ
ニ
）
の
距
離
が
一
尺
又
そ
れ
以
上
に
及
ぶ 

 

1
0 

樒
。
墓
に
供
え
る
。 

1
1 

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
那
智
山
。
落
差
約1

2
m

。
那
智4

8

滝
の
一
つ
。 

1
2 

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
の
低
木
。 

1
3 

『
紀
州
植
物
誌
』
昭
和
４
年
１
０
月
１
０
日
発
行
の
索
引
に
タ
イ
ミ
ン
タ
チ
バ
ナ
な
し
。
別
名
の
ヒ
チ

ノ
キ
、
ソ
ゲ
キ
も
な
し
。 

1
4 

万
両
。
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
属
の
常
緑
低
木
。
千
両
と
並
ん
で
縁
起
の
良
い
木
と
さ
れ
る
。 



中
に
あ
る 

【
図
】 

も
の
多
く
、
数
寸
の
も
の
は
な
し
。
此
事
誰
も
言
し
も
の
な
き
様
な
り
。 

も
の
の
み 

 
 
 
 

貴
殿
の
御
参
考
迄
申
上
候
。
小
生
記
臆
す
る
所
ろ
高
山
寺
稲
成
社 

傘
形
を 

 
 

 
 

 

林
等
に
野
生
の
常
の
マ
ン
レ
ウ
に
図
の
如
き
花
序
を
見
た
こ
と
な
し
。 

な
さ
ず 

 

四
月
二
十
六
日
こ
こ
ま
で 

 


